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金
滞
古
蹟
志
巻
八

按
宇
る
に
、
元
組
図
幡
易
英
は
‘
披
内
新
丸
に
居
邸
あ
り
て
居
住
し

た
る
よ
し
・
慶
長
の
古
固
に
斡
せ
た
り
。
城
郭
内
の
緒
士
披
外
へ
出

さ
れ
し
時
、
此
の
地
位
邸
地
を
賜
は
り
た
る
も
の
怠
る
ぺ
し
。
扱
夫

れ
よ
り
世
々
居
住
せ
し
か
ど
・
明
治
慶
落
置
脂
綿
の
際
邸
地
を
質
却
し

て
退
去
す
。

。
奥
村
因
幡
易
英
侮

易
英
は
.
伊
強
守
永
縞
の
次
子
に
て
、
幼
名
を
又
十
郎
と
稽
す
o
野

岡
山
墓
碑
紀
に
、
初
給
柴
拘
後
改
=
易
葵
一
蹴
a
因
崎
元
組
二
年
歳

・
次
辛
未
裳
月
茶
目
a

産
品
於
尾
州
愛
智
郡
荒
子
邑
吋
と
あ
り
。
家
鱒
及

び
家
記
等
を
按
・
?
る
に
、
天
正
十
一
年
五
月
父
兄
に
従
う
て
能
登
の

末
森
に
入
披
す
。
翌
十
二
年
佐
々
成
政
末
森
披
を
鎚
ひ
け
る
時
‘
十

四
歳
に
て
初
め
て
武
功
を
瀬
す
。
利
家
卿
之
を
賞
し
て
召
仕
は
れ
、

此
の
時
よ
り
事
仕
す
。
同
十
七
年
よ
り
世
子
利
長
卿
へ
岡
崎
せ
ら
れ
、

家
総
千
石
を
賜
は
り
け
り
。
翌
十
八
年
関
東
松
枝
・
八
王
寺
の
按
責

及
び
慶
長
五
年
加
州
大
聖
寺
の
披
攻
に
武
功
を
瀬
し
‘
同
十
九
年
大

坂
陣
陀
民
間
丸
に
於
て
錦
地
焼
を
被
る
。
家
総
屡
加
恩
あ
り
て
、
一

高
千
百
五
十
石
を
賜
は
る
o
寛
永
元
年
に
父
永
縞
卒
示
。
永
掘
の
隠

居
料
三
千
三
百
石
を
易
英
に
加
思
あ
り
て
、
都
合
一
寓
四
千
四
宵
五

紘
一
高
石
像
a

承
服
元
年
探
潟
a
執
政
二
尚
治
三
年
港
第
弘
勝
一
寛
文

九
年
増
=
加
食
勝
二
千
石
↓
一
癖
遊
不
v
許
e

貞
享
三
年
十
月
十
九
日
病
俄

危
d

初
林
公
使
=
執
政
及
活
侍
士
数
問
昌
安
否
プ
既
而
mm
林
公
親
臨
硯
.

思
春
鄭
重
a

時
又
賜
=
頭
巾
・
扉
風
・
道
服
・
綿
襖
及
美
果
珍
味
二
勝
加
品
調

畿
↓
而
沈
病
綿
延
，
肢
鑓
蹴
鍛
d

至
昌
明
年
丁
卯
六
月
八
日
申
時
-
鯵
晶
子

E
疲
・
一
民
々
。
腿
在
微
妙
公
・
陽
民
公
及
今
mm
林
公
↓
忠
丹
奉
v
上
不
v
有
a

共
身
ご

m林
公
飽
任
特
叢
云
ぺ
少
好
a
蹄
一
畢
一
既
鐙
目
巣
非
↓
深
信
a
儒

較
↓
一
時
老
儒
先
生
植
侍
承
v
毅
e

名
v
粛
自
己
敬
居
一
堂
悶
a
徳
始
二
拡
田
昌

耕
心
プ
遺
次
必
於
v
聞
申
。
而
以
E

其
職
在
晶
子
披
ニ
蹄
串
之
眼
e

輪
日
寅
a
習

武
饗
未
-
奪
一
日
玩
崎
昼
過
・
尖
.
鹿
歳
工
夫
有
v
得
，
始
病
護
也
，
不
T

敢
以

a死生
・
紫
剛
子
心
円
共
言
漂
h
m

一

ma忠
誠
二
鵠
者
蝶
動
場
強
記
訟

費
葬
祭
専
用
語
法
・
云
ぺ
右
は
貞
享
五
年
嗣
子
息
輝
の
記
載
す
る

底
た
り
。
宮
岡
景
周
の
燕
裏
風
雅
に
去
ふ
。
府
組
崇
=
敬
吾
文
{
瓦
吋
枕
a

鵜
吾
墳
典
-
師
昌
明
儒
舜
水
朱
先
生
・
有
v
年
実
，
崇
=
其
師
-
之
膿
夢
老
人

所
'
及
e

従
昌
国
公
越
職
・
而
在
a
江
都
吋
則
謁
昌
先
生
'
親
受
v
毅
云
ぺ
天
和

壬
成
年
箸
a
鱒
問
書
抜
元
銀
二
傘
吋
上
木
e

景
周
嘗
繭
v
之
再
三
復
，
一
筋

要
領
在
昌
誠
敬
底
↓
而
勘
v
人
之
志
深
切
e

林
直
夫
・
木
下
服
庵
各
序
昌
共

巻
端
・
賞
v
之
一
式
ぺ
平
衣
按
宇
る
に
、
右
廠
躍
が
箸
せ
る
積
書
抜
克
錐

金
網
開
古
蹟
窓
巻
八

五
ノL

十
石
を
領
し
‘
執
政
の
一
人
と
成
り
・
金
海
披
の
留
守
居
た
る
事
凡

そ
=
一
十
年
。
寛
永
二
十
年
十
二
月
廿
一
日
夜
す
。
享
年
七
十
=
一
r
墳

墓
を
野
岡
山
花
築
き
た
り
。
易
英
の
父
永
縞
末
森
筒
携
の
功
陀
依

り
、
利
家
卿
賜
は
る
鹿
の
滞
料
の
甲
由
同
を
ば
易
英
に
侮
奥
し
・
易
英

共
の
孫
府
組
へ
停
へ
け
る
を
‘
・
府
組
共
の
由
を
利
常
卿
へ
申
告
し

て
、
寛
文
元
年
綱
紀
卿
入
封
の
時
之
を
獄
宇
。
公
今
枝
近
義
に
命
じ

て
甲
匝
記
を
作
ら
し
め
・
共
の
植
民
記
載
せ
し
む
。
叉
鳩
山
呆
文
集
K
.

臭
村
山
棋
鐙
銘
井
序
を
載
せ
た
り
。
序
中
に
云
ふ
。
奥
村
君
伯
亮
有
a
古

鏡
叢
偉

-z・
君
嘗
昔
v
余
白
.
此
我
組
因
州
君
遺
物
也
d

子
重
昌
骨
伊
我
銘

哲
之
ゅ
余
目
e

矯
昌
人
子
孫
-
者
ゅ
在
昌
組
考
之
器
ご
擁
a
骨
角
mm
毛
之
徴
ご
宿

将
-
-
存
而
侮
司
君
e

況
於
v
鏡
乎
哉
“
銘
而
磁
v
之
宜
突
一
翼
々
と
。
是
も
ま
た

曲
線
あ
る
古
鏡
な
ら
ん
か
。

O
奥
村
彊
岐
庸
趨
侮

庸
離
は
‘
因
幡
易
英
の
男
主
殿
和
忠
の
子
た
り
。
和
忠
父
に
先
だ
ち

て
夜
す
。
故
に
承
阻
た
り
。
野
岡
山
基
碑
記
に
一
宮
ふ
。
府
組
一
一
蹄
和

盟
e

字
師
倹
e

小
宇
多
宮
e

師
長
稀
a
因
幡
吋
一
後
稽
a
笠
岐
吋
別
減
昌
国
側
息
吋

父
主
殿
“
母
成
瀬
氏
.
寛
永
四
年
歳
次
丁
卯
十
有
一
月
七
日
生
晶
子
金

津
私
鏡
寛
永
二
十
年
骨
髄
考
致
仕
.
以
昌
組
考
平
食
品
冗
考
伊
飼
食

は
、
静
文
滑
公
の
髄
寄
鍛
の
要
文
を
撮
り
‘
共
の
4

ん
た
る
要
詩
を
簡

抜
せ
し
も
の
也
。
自
序
に
、
余
白
=
登
議
-
至
司
子
而
立
吋
頗
好
品
開
串
↓
参
a

臨
済
曹
洞
之
密
旨
↓
窺
=
固
舞
華
殿
之
数
法
-
一

xhぺ
自
v
此
以
往
幡
然
改
ν

之
崇
同
『
敬
聖
賢
で
牢
昌
信
六
経
及
朱
儒
正
串
之
書
吋
鳴
呼
幸
哉
e

期
生
之

菟
a
乎
陥
溺
-
尖
.
於
v
A
A
乎
a

奥
且
耐
酬
庵
木
先
生
-
綿
一
昌
論
丈
席
↓
切
劇
有
v
年
d

師
而
浴
=
朱
舜
水
先
生
之
儒
流
吋
立
昌
弘
文
皐
士
院
之
門
雲
コ
執
昌
師
資
之

義
一
探
昌
道
串
之
臭
-
云
々
。
と
あ
り
。
右
自
序
に
て
、
事
力
の
程
知
ら

れ
け
り
。
さ
て
府
砲
が
事
才
博
織
た
る
事
質
及
び
執
政
中
の
才
力
抜

群
た
り
し
事
共
、
種
々
共
の
時
世
の
記
録
に
記
載
あ
れ
ど
今
愛
に
略

す
。
庸
砲
の
嗣
子
堂
岐
恵
輝
も
‘
父
在
世
以
来
綱
紀
卿
に
奉
仕
し
、

釆
地
屡
加
恩
あ
り
て
五
千
布
を
賜
は
り
け
り
。
延
質
・
貞
享
の
頃
若

年
寄
家
老
役
量
動
め
.
父
府
穂
波
後
遺
知
共
一
時
七
千
四
百
五
十
石

を
領
し
、
質
永
一
元
年
十
二
月
従
五
位
下
丹
波
守
匙
葬
任
す
。
是
賞
家

叙
俣
の
初
め
怠
り
。
是
よ
り
後
子
孫
世
品
川
一
執
政
の
家
柄
と
成
り
、
家

総
一
高
石
を
世
々
所
領
し
て
執
政
八
家
の
一
人
た
り
。

。
月

輪

の

明
治
腹
審
以
前
は
.
新
堂
形
米
倉
の
前
多
賀
氏
の
邸
宅
門
前
は
、
新

堂
形
前
と
も
mmし
、
庚
見
の
盆
地
に
て
、
草
原
中
に
往
来
蜘
乎
に
付

五
九




